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　日本の里山で毎年実施している日本

語・日本文化体験学習プログラム｢サマ

ーキャンプ in ぎふ」（米日教育交流協

議会主催）は１１年目の実施を無事終了

しました。７月１日から７月１１日に予定し

ていた第１期は都合により実施しません

でした。７月２７日から８月２日に行った

第２期には１４人が参加し、１１年間の総

参加者数はのべ２１５人です。その多く

がアメリカ在住者で、カリフォルニア州が

最も多く、次いでワシントン州、テキサス

州、ニュージャージー州などが続きま

す。また、アメリカ以外の参加者も増加

し、カナダ、メキシコ、イギリス、アイルラ

ンド、ベルギー、トルコ、タイ、中国、香

港、台湾などと広がりを見せています。

日本のインターナショナルスクールやア

メリカンスクールに通学している子ども

子どもや両親ともに日本人ではない子

どもの参加もありました。

　ここでは、今年のサマーキャンプで感

じたこととこれまで１１年間実施してきた

中で感じたことなどを述べますが、その

前に「サマーキャンプ in ぎふ ２０１６」の

実施概要を記します。

目的：海外に暮らし日本語学習中の子

どもが日本の自然、文化、歴史に触れ、

地元の人々と交流することによって日本

語・日本文化を心と体で体感し、積極的

に日本語を学習し、日本の生活習慣を

習得しようとする意欲を芽生えさせる。

主な体験内容―日本の人々との交流、

古民家の生活体験、農作業体験、もの

つくり・食つくり体験、自然の中での遊び

体験、寺院での座禅体験、地場産業や

史跡の見学、地元民家でのホームステ

イ　*第１期では学校体験、第２期ではホ

ストファミリーとの川下り体験もある。

活動拠点―岐阜県山県（やまがた）市

内の里山（美山・伊自良地区）

日本語の学習のモチベーションの向上に成果あり

～「サマーキャンプ in ぎふ」を振り返って

参加対象―海外に暮らす日本語学習

中の小学４～６年生、中学生、高校生　

＊第1期は中高校生、第2期は小中学生

対象

実施期間―第１期：７月１日から１１日(１０

泊１１日)、第２期：７月２７日から８月２日

（６泊７日）

参加した子どもたちの様子
　第２期の参加者１４人の内訳は以下の

通りです。高校生１人、中学生７人、小

学生６人。男子７人、女子７人。男子は

中学生が６人、女子は小学生が５人で

す。また、すべてがアメリカ在住で、カリ

フォルニア州が７人、ワシントン州が２

人、ノースカロライナ州が２人、ニューヨ

ーク州、ニュージャージー州、ミシガン

州が各１人です。

　過去に参加したことのあるリピーターは

７人、兄弟での参加が２組４人、友人同

士での参加が２人で、全くの初対面とい

う子どもが少なかったせいか、あっという

間に打ち解け、キャンプ地に向かうバス

の中から大騒ぎでした。

　

 第２期は例年同様に日本語会話力が

低い子どもが目立ち、今年も過半数が

日本語での会話が難しい子どもでした。

そのため、子どもたちの会話では英語が

飛び交いましたし、日本語での説明が

聞き取れず、何をしていいのかわからな

いという子どももいました。そういう子ども

たちは、日本語のできる参加者に英語

で手助けをしてもらったり、見様見真似

で活動したりしていましたが、なかなか

指示が徹底しないこともありました。当キ

ャンプでは日本語のみを使用していま

すが、川遊びの注意など重要な説明に

限り英語でも説明することにしました。

ものつくりを教えてくれた大学の先生と

学生さんとともに古民家で、そうめん流しを楽しむ 野菜がいっぱい穫れました

ホストファミリーと手作りいかだで川下り

「サマーキャンプ in ぎふ」の活動内容
　ここで、今年実施した体験プログラム

のいくつかを紹介します。

●スポーツ交流

　最初に２泊する元小学校を改修した

「北山交流センター」の体育館にて、ドッ

ジボールをしました。子どもたちだけで

なく、インストラクターやスタッフもともに

楽しみ、この後の体験での円滑な交流

につながりました。

●古民家生活体験

　築１００年の古民家にて、薪割りをし

て、かまどでご飯を炊き、おにぎりを作り

ました。また、竹を利用してそうめん流し

器を作り、そうめん流しも楽しみました。

昼食後には、古民家の脇を流れる源流

近くの川で泳いだり、水鉄砲をしたりしま

した。水はとてもきれいですが、とても冷

たく寒くなるほどです。冷えた体は、薪

で沸かした五右衛門風呂に入って温め

ました。親の世代でも経験がない昭和初

期以前の生活を体感しました。

●農作業＆食つくり体験

　山の斜面の畑にて、地元のおばあさん

やおじいさんの指導の下、なす、ピーマ

ン、オクラなどを収穫し、炒め物や天ぷ

らなどの料理を作りました。収穫にも料

理にも、集中して取り組み、作った料理

もきれいに平らげ、ご飯もおかわりする子

どもが目立ちました。日常では感じられ

ない野菜のおいしさを実感できました。

●ものつくり体験

　北山交流センターの近くで、檜や杉の

枝を切り、その他の山の木々も利用し

て、鉛筆とボールペンを作りました。指

導者は、岐阜大学の先生と学生さんで

す。木の枝の中心に穴をあけたり、先を

カッターナイフで削ったりする作業は難

しいのですが、子どもたちは集中して取

り組み、山の自然に触れる良い機会と

なりました。

●ホームステイ

　２泊３日でお世話になりますが、半日

は川下りで乗船するいかだを一緒に作

り、もう１日はいかだで川を下りました。

家庭で過ごす時間は少なかったです

が、夜は、花火やバーベキューを楽しみ

ました。子どもたちにとっては、里山の家

庭での生活を知る良い機会となりました

し、地元の人々にとっては、海外の子ど

もとの交流を楽しんでいただけました。

　今年は１４人に対し、１０家庭のホスト

ファミリーが受け入れをしてくれました。

その内半数は、過去にも受け入れをし

てくれた家庭です。過去のサマーキャン

プの子どもたちを気に入ってくださった

のだと嬉しく思います。

●いかだ川下り体験

　鵜飼で有名な長良川の支流の武芸川

で２８年間にわたって行われているイベ

ント「美山いかだ川下り」（ＹＡＣＣ主催）

に参加しました。ホストファミリーとともに

半日かけて作ったいかだは、途中で転

覆したり、破損したりというトラブルもあり

ましたが、岐阜の自慢の清流を肌で感じ

ることができました。川下りの後は、バー

ベキューを楽しみながら、心行くまで川

遊びをしました。

●伝統工芸体験

　山県市特産の渋柿を利用した柿渋染

めを体験しました。柿渋独特のにおいに

もすぐになれ、思い思いの作品（手ぬぐ

いとランチョンマット）を仕上げました。指

導者は、地域おこしのために横浜から

移住した方です。子どもたちのオリジナ

リティーあふれる作品を高評くださいま

した。

●寺院体験

　４５０年前に創建された禅宗の寺院にて、

座禅と習字を体験しました。座禅では、

いつもおしゃべりの多い子どもたちも、

住職の話にしっかり耳を傾け、真剣に取

り組んでいたのが印象的でした。座禅の

後は、好きな字や言葉を筆で書く練習を

し、最後はうちわに清書をしました。思い

出に残る良いお土産になりました。

「サマーキャンプ in ぎふ」の成果と課題
　これまでの１１年間の実施にて、日本の

里山で日本文化を体感しながら日本語

に触れることで、参加した子どもたちの

執筆者のプロフィール：河合塾で十数年間にわたり、大学入試データ分析、大学情報の

収集・提供、大学入試情報誌「栄冠めざして」などの編集に携わるとともに、大学受験科ク

ラス担任として多くの塾生を大学合格に導いた。また、全国の高等学校での進学講演も多

数行った。一方、米国･英国大学進学や海外サマーセミナーなどの国際教育事業も担当。

米国移住後は、CA、NJ、NY、MI州の補習校･学習塾講師を務め、2006年に「米日教育交

流協議会（UJEEC）」を設立し、日本での日本語･日本文化体験学習プログラム「サマー･キ

ャンプ in ぎふ」など、国際的な交流活動を実践。また、帰国生入試や帰国後の学校選びの

アドバイスも行っており、北米各地で進学講演も行っている。河合塾海外帰国生コース北

米事務所アドバイザー、名古屋国際中学校・高等学校アドミッションオフィサー北米地域担

当、名古屋商科大学アドミッションオフィサー北米地域担当、デトロイトりんご会補習授業

校講師（教務主任兼進路指導担当）

◆米日教育交流協議会（UJEEC）　Website：www.u jeec .org

日本語学習のモチベーションが上がっ

たということは、保護者からのご報告によ

って実感していますし、参加者のリピー

ターの日本語での会話も、過去に比べ

ると向上しているのを感じます。そういう

意味では、「サマーキャンプ in ぎふ」は

確実に成果を上げているといえます。

　また、ホストファミリーや宿泊施設、各

種体験の指導者の皆さんなど、受け入

れ機関や受け入れ者の皆さんが、歓迎

してくれ、毎年楽しみにしてくれている

のも感じます。そして、共催者のＮＰＯ法

人山県楽しいプロジェクト、山里生活推

進委員会、協力団体のＹＡＣＣでは、２０

～４０代の方々が、ボランティアで協力を

してくださいます。子どもたちとの年齢も

近く、一緒に遊んでくれるので大喜びで

す。皆さんは、お仕事を持っておられま

すが、休日や仕事が終わってから時間

を作ってくださいますし、中には仕事を

お休みして協力くださる方もおられ、本

当に頭の下がる思いです。

　また、当キャンプは、２年前から岐阜

県、岐阜県教育委員会、山県市、山県

市教育委員会という行政機関の後援も

いただいています。海外在住の子どもた

ちのためのプログラムですが、今後は、

地元の活性化、グローバル化にも貢献

することを目指したいと考えています。

禅宗寺院で座禅を体験


